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シャンパンタワーに公用車購入──。

コロナ対策として地方自治体に配られ

た「地方創生臨時交付金」が、感染症

対策とはおよそ無関係な事業に使われ

ていた問題に注目が集まっている。 

 5 月 30 日の参院予算委員会で、立憲

民主党の蓮舫議員が問題事例として指

摘したのは「入籍するカップルにシャ

ンパンタワー、2次会経費などを贈呈」

「ゴミ袋配布」「公用車購入」など。と

ても理解できない使い道だが、蓮舫氏

が暴いた“目的外使用”は氷山の一角。

まだ他に問題事例が隠れている可能性

が高い。この交付金は、「コロナ予備費」

の枠組みに含まれているからだ。 

予備費は本来、災害など不測の事態に

備え、国会審議を経ず機動的に対策を

実施できるように計上する予算。使い道は政府の閣議で決める。近年は 5000 億円程度の計

上に過ぎなかったのが、コロナ禍に対応すると称して急拡大。20 年度補正予算で 9.65 兆

円という破格の予備費を積んで以降、21 年度と 22 年度の当初予算と合わせ 3 年で総額 20

兆円に達した。 

 ところが、国会に使い道を報告した 12 兆円余りのうち約 11 兆円分が使途不明状態にな

っている。大半が不透明で、わずかに明らかになったのは“デタラメ使用”。これじゃあ「掴

み金」も同然だが、あろうことか岸田政権は 31 日成立した補正予算で、掴み金をさらに

1.5 兆円も積み増したのだ。法大名誉教授の五十嵐仁氏（政治学）がこう言う。 

「国民の監視が及ばない予備費を拡充するなど、財政民主主義を無視した蛮行です。当た

り前のように予備費を膨張させる岸田政権は、感覚がマヒしているのでしょう」 

大メディアは「4630 万円誤送金」問題ばかりを追及 

テレビをはじめとした大メディアも的が外れている。「消えた掴み金 11 兆円」よりも、コ

ロナ給付金 4630 万円が個人に誤送金された問題や、持続化給付金 9 億 6000 万円を詐取し

た親子が逮捕された事件に大騒ぎだ。ツイッターでは〈消えた 11 兆円の説明求めます〉と

いうハッシュタグがトレンド入りするほど話題になっているのだから、“消えた 11 兆円”

の闇を暴くのが先ではないか。 

「国民の税金がコロナ名目で不当に扱われている実態を暴くなら、小さな事件より、コロ

ナ予備費の解明を優先するべきです。大手メディアも国民感覚からズレています」（五十嵐

仁氏 

 

 


